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資料５



テレビ会議システム等による情報共有

【駒ケ岳噴火町相互地域防災計画】
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【森町地域防災計画】

テレビ会議システム

駒ケ岳火山防災協議会では、テレビ会議システムが導入され、気象台、各町間での

平常時、災害時の協議体制が構築されている。

また、毎月定例で、火山活動状況の解説などテレビ会議を用いた打合せ等 が行わ

れている。



火山全体を記載したハザードマップ
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【樽前山火山防災計画】

有珠山火山防災マップ

秋田駒ケ岳火山防災マップ

■火山全体の地図が載ったハザードマップが作成されている。



火山に関する知見等をとりまとめた資料
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【駒ケ岳噴火町相互地域防災計画 巻末資料】

「1640年噴火の推移」

「1640年噴火堆積物の分布図」

地域防災計画の資料編（例）

駒ケ岳噴火町相互地域防災計画では、地形や地質、噴火の履歴等駒ケ岳に関する知見、防災対応に

も役立つ社会的条件に関する情報等が巻末資料として5章、115ページにわたってまとめられている。

参考文献リストも整理されており、本文の出典を明らかにしていることで、内容の確認やより詳細な情

報を収集できるようにしている。



過去の噴火事例を掲載したハザードマップ
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北海道駒ケ岳火山噴火災害危険区域予測図
駒ケ岳噴火町相互地域防災計画では、地形や地質、噴火の履歴等駒ケ岳に関する知識、

防災対応にも役立つ社会的条件に関する情報等が関係資料としてまとめられている。



行政機関と火山専門家との連携体制

【岩手山火山防災ガイドライン】

県は、必要に応じて岩手県火山検討会から火山活動の状況に
関する学術的助言を受け、各種の防災対応について本部長を
中心に協議・判断し、市町村に助言または協議する体制を確立
する。

【上富良野町地域防災計画】

本部長は、噴火の各段階に応じて避難区域を設定する。総括対
策部は、気象台から火山情報や気象庁火山噴火予知連絡会委
員等による被害の影響範囲等の情報を収集する。本部長は、こ
の情報に基づき避難区域及び避難の種類を設定する。

関係市町長は、防災関係機関の指導・助言を受け、避難区域及
び避難のランクを決定するとともに、避難に必要な各対策を実
施する。
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【有珠山火山防災計画】

専門家等からの「指導・助言」を記載している計画例 「岩手山火山検討会」と国、県、市町村との連携体制

岩手山では、火山専門家（学識者）、地方気象台により構成された「岩手山火山検討会」が組織され、県等と定期的（年２回）に

会合がもたれている。

岩手山火山防災ガイドラインでは、市町村が行う避難等の判断について、本検討会が県を通じて学術的助言を行う体制が示

されている。



・・・中略・・・

合同本部等の設置

【有珠山火山防災計画】
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【樽前山火山防災計画】

「有珠山火山防災計画（協議会作成）」では、災害対策現地合同本部が

位置づけられている。

合同本部の設置場所が具体的に予定されている。

北海道災害対策現地合同本部

災害対策現地合同本部



【小諸市地域防災計画】

火山の状況等に応じた本部等の体制
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【有珠山火山防災計画】

想定シナリオに応じた配備体制の設定（例）
有珠山では、「有珠山火山

防災計画」（協議会作成）に

おいて、噴火シナリオに応じ

て配備体制のとり方を明確

にしている。

周辺市町の地域防災計画

にも反映されている。（統一

した配備体制基準となって

いる）

レベルが導入された配備体制基準

小諸市地域防災計画では、

本部体制の開始基準に火

山活動度レベルが導入され、

各段階での活動体制のとり

方が明確になっている。



異常現象等の通報先を掲載した防災マップ
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アトサヌプリ火山防災マップ

吾妻山火山防災マップ



火山現象に対応した避難計画

【那須町地域防災計画】
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噴火のタイプによる計画例

火山現象ごとに避難場所が設定されている。

【別府市地域防災計画】

火山現象別に災害予測範囲及び避難者数が想定されている。

火山現象に対応した計画例



【駒ケ岳噴火町相互地域防災計画】
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噴火シナリオを想定した避難計画／ハザードマップを活用した避難計画

駒ケ岳噴火町相互地域防災計画では、 噴火の規模や火山現象を捉えて

「噴火シナリオ」が作成されており、シナリオの各時期ごとに、避難活動の内

容、避難対象区域（噴火期ごとの対策地図）が計画されている。

登山規制、災害時要援護者の早期避難も考慮されている。

避難計画の中では、ハザードマップ

を踏まえて、各段階での避難対象区域

が明示されている。

全体の避難計画を受けて、周辺町

のとるべき避難対応が示されている。

（表は、2-3のみ掲載）

噴火シナリオ・ハザードマップを活用した避難計画例１



中噴火期 対策図
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【上富良野町地域防災計画】以下省略

噴火シナリオを想定した避難計画例２

噴火シナリオおよび発生する現象・火山情報の内容によって、立ち

入り規制範囲や避難対象地域を設定している。

局面毎に詳細シナリオ・対策図が示されている。

噴火シナリオを想定した避難計画／
ハザードマップを活用した避難計画



噴火の規模や火山現象の種類に応じた災害の影響範囲等について記載したハザードマップ

噴火の規模や火山現象に応じたハザードマップの作成。
北海道駒ケ岳火山噴火災害危険区域予測図
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レベルに対応した計画
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浅間山防災対策マニュアル（小諸市）

は、火山活動度レベルの変更にあわせ

た構成となっている

【浅間山防災対策マニュアル】（小諸市）

【浅間山防災対策マニュアル】

（注：レベル４・５については、具体的な計画には
なっていない。）



対象者別の避難計画
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【島原市地域防災計画】

対象者別の避難計画例１

対象者別の避難計画例２

【鹿児島市地域防災計画】

鹿児島市では、桜島噴火に備えて、学校、保育園、病院等の施設ごとに、避

難誘導経路、避難集結地、収容先が細かく定められている。



以下省略

【別府市地域防災計画】

【有珠山火山防災計画】 15

宿泊施設・福祉施設等への情報伝達

有珠山火山防災計画では、各対象者別（災害時要援護者施設も含

む）の避難方法と避難行動手順（車両の派遣、避難先等）が図示され

ている。

対象者別の避難計画例３
対象者別の避難計画



観光客用ハザードマップ

富士山火山防災マップ（観光客用マップ）

「富士山火山ハザードマップ」では観光客用マップも作成されている。

16
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観光施設への情報伝達とそれに応じた警戒体制

観光施設等への情報伝達

観光施設の体制

観光施設の体制

群馬県の火山噴火（爆発）防災計画では、火山周辺の観光

施設等も火山情報等の伝達先として位置づけられている

さらに、火山周辺の観光施設では、噴火時等

の体制が決められている。

【群馬県火山噴火（爆発）防災計画】
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早期避難の計画例

火山情報に応じた避難計画

火山情報の内容に応じて、ハザードマップを踏まえた避難対象

地域、住民、災害時要援護者、一時滞在者（登山客、観光客等）の

避難実施時期等が具体的に定められている。

【富士宮市地域防災計画】

【富士宮市地域防災計画】

観光客等には、当該地域内の不要不急の旅行等の自

粛の呼びかけが定められている。

登山客等には、当該地域内からの下山の呼びかけ、当

該地域内への入山自粛の呼びかけが定められている。

災害時要援護者は、市長から住民に対する避難準備の呼びかけが

あった場合には、早期の避難に努めることが定められている。

６ 住民等が実施する自衛措置

（２）災害時要援護者（介護者等を含む）は、避難勧告又は指示後では迅速・円滑な避難が困難な

場合があることから、市長から避難準備の呼び掛けがあった場合は、早期の避難に努める。



登山規制箇所および交通規制箇所を掲載したハザードマップ
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交通規制箇所

登山規制箇所

北海道駒ケ岳火山噴火災害危険区域予測図
登山規制箇所および交通規制箇所が記載されている、



【北塩原村地域防災計画】
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登山規制の計画

規制基準と措置

【下呂市地域防災計画】

規制区域及び解除の明示

下呂市地域防災計画では、御嶽山の登山規制について、具体的な規

制区域と規制解除の時期が定められている。



【浅間山火山防災マニュアル（小諸市）】
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レベルに対する立入禁止ルートの設定 浅間山では、火山活動度レベルが登山規制の実施基準として設定さ

れている。

登山規制の計画



バス等による集団避難の計画
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【苫小牧市地域防災計画】

地区外へのバス等による避難活動例１

【有珠山火山防災計画】

避難車両の派遣

関係市町は民間バス会社、バス所有団体に車両の派遣を要請し、避難車両を輸送計
画にもとづき一時集合場所に派遣する。

地区外へのバス等による避難活動例２

苫小牧地域防災計画、有珠山防災計画では、地区外への避難について、徒歩による地区内避難場所への集

結（一時集合場所）、バス、自治体による派遣車両等による地区外避難の流れが示されている。
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広域避難計画（他市町村への避難計画等）

「眉山崩壊に備えた避難計画」

【島原市地域防災計画】

島原市地域防災計画では、眉山崩壊に備えた広域的な避難計画

が定められている。

受け入れ先は、長崎市の避難所で、島原市内に避難中継所を設置

し、中継所までは原則徒歩。

中継所から避難所までは、自衛隊輸送車で搬送する。民間に対し

ては、県を通じて協力要請を行う。 避難道路の確保計画例

【千歳市地域防災計画】

避難路の確保

樽前山噴火に備えて、千歳市地域防災計画では、避難路（第１次路線）の確

保計画が定められている。

第１次路線が混雑する場合、避難路として、応急対策用の路線として確保され

る第２次路線が使用される。
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避難者の把握

【上富良野町地域防災計画】

【上富良野町職員災害初動マニュアル】

避難完了確認

避難者の把握



船舶等による避難計画

【鹿児島市地域防災計画】

※
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船舶等による避難計画例

「鹿児島市地域防災計画」では、桜島の大爆発等が予想される場合の事前避難について、「船舶」と「ヘリ

コプター」による避難者の移送が計画されている。



避難港を掲載したハザードマップ

※

桜島火山防災マップ

「桜島火山防災マップ」においては避難港

が掲載されている。
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火山情報の解説や住民への伝達方法を掲載したハザードマップ

桜島火山防災マップ

「桜島火山防災マップ」においては、避難のための情報ととる

べき行動が記載されている。
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吾妻山火山防災マップ

「吾妻山火山防災マップ」においては、情報の伝達

経路などが記載されている。
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【有珠山火山防災計画】

避難解除・一時帰宅

避難の解除計画例

有珠山火山防災計画では、「噴火対応Ⅳ期（噴火活動の縮小）」の対応とし

て、避難区域への一時立ち入り、一時帰宅、避難の解除にあたっての必要な

検討事項、手順、条件等が定められている。


